CONTAX 

Tl/TlD 


取扱説明書 



この取扱説明書は 、 Recycled Paper を使用しています。 






お買い上げいただをありびとラございまず。 

このカメラは『持つ喜び、使う喜び、ずば5しい写真を手に 
する喜び』の基本思想のらと、普段はごく簡単に気軽に撮震 
びでを、ここぞというとをには撮該意図に合わせた撮影びで 
をるカメラでず。 

ピント合わせは才ートフォーカス/マニュアルフォーカス、 
露出はプ□グラムオート/絞り優先オートが切り营え可能、 
さ日に露出補正や□ングタイムモードおよびフォーカス□ッ 
クボタンを搭載した3已 mm レンズシャツター式カメラで 
す。 


ご使巧になる前に、必ずこの取扱説明書をよくお読みいただ壬、正 
しい取り f 及いでお梗いください。 


このカメラは標準撮霞機能(外に特別に 
セットできる■カスタム機能"を搭載して 
います。詳しくは P 己3をご覧くださし、。 

本文中のマークはカスタム機能で 
設定でさる項目でず。 
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ま全に関ずる表示について 

この取扱説明書では、この力^ラを安全に使用していただくために、 
次のような表示をしています。内容をよくお読みいただき、正しく 
使用してください。 


A ま意 

このマークは、製品を正しくお使いいただけなかった場 
合に、製品の使庙者等び傷害を負ラ危険および物的損善 
の発生び想定されることを示します。 


A 警告 

このマークは、製品を正しくお使いいただけなかった場 
合に、製品の使庙者等び死 t または重傷を負ラ可能性び 
想定されることを示します。 


取り扱い上のごま意 

〈カメラ使用上のごま意> 

• このカメラは防水機構になっていませんので、雨天や水中では使用できま 
せん。万一水に插れてしまったときは早めに当社サービスステーションに 
お持ちいただを、点おを受けて<ださい。 

• 撮影レンズ、測距窓、測光窓などを指紋などで巧すと力方ラの精度に影響 
を及ぼしますので充分注意してください。ちしミちれた場合はむやみに拭か 
ず、セーム巧や市販の眼鏡なを用紙などで軽く拭く程度にしてください。 
また、ゴ S やホコ U はブ□アーで吹き飛ばずかレンズ刷毛で払ラよラにし 
て < ださい。 

• 本体の;ちれを落とすと去は、柔らかな巧などで拭いてください。ベンジン 
やシンナーなどの有機溶剤は本体破損の原因になりますので、絶対に使用 
しないで < ださい。 

• レンズの鏡洞（繰り出し部分）には無理な力を加えないでください。故障 
の原因になります。 

• カメラを落下させたと去は、が観に異常びなくてち、内部び破損していた 
り、ずれたりしている場合びあります。必ず当社サービスステーションに 
お持ちいただを、点おを受けて<ださい。 
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A 注意 

• ミ毎岸やほこりのをい所での撮該後は、カメラをよく清掃し 
てください。潮風は金属を腐食し電デ回路の断線•ショー 
卜の原因となり、発煙•発乂を起こずことちあります。ま 
た砂ぼこりは内部機構の作動不良を起こします。 

■ 寒いところか5急に暖かい室内に持ち込むと、レンズびく 
もることびあります。しばらくずるとくをりは消えますび、 
繰り返し行うと内部に水滴び生じます。水滴は電子回路の 
断線•ショートの原因となり、発煙•発火を起こすことち 
あります。急激な温度変化はで去るだけ避けてください。 

• 直接曰光の当たる場所に放置しないで<ださい。太陽光び 
近くの物に結徹すると破損や火災の原因になります。メイ 
ンスイッチをにする、または直射日光を避けて保管 
して < ださい。 

• 力ラは精密な電子磯器です。電子回路の断線による発 
煙’発火や磯構の破損の原因となる落下や衝擊は避けて< 
ださい。 

■ 海外旅行や結婚式など大切な撮影のとさは、前もって作動 
の確認、またはテスト撮影をしてから使用してください。 
また、予備の電池を携行してください。 


A 警告 

• カメラや電池び熱くなる、煙び出る、焦げ臭いなどの異常 
を感じたとさは、速やかに電池を取り出してください。火 
災や火傷の原因となります。（電迪を取り出す際、火傷には 
十分ご注意ください。） 

• 水などび直接かかる場所や湿気のをい場所、または;'1れた 
手で本機を使巧しないでください。感電や電子回路の 
ショート、発熱、発煙、発火、腐食による故障の原因となり 
ます。（雨天、降雪中、海岸、水辺などでの使用は特に注意 
して < ださい）。 

■弓1火性ガスの発生するよラな場所では使用しないでくださ 
し、発火事故の原因になります。 

• 本機を分解•改造しないでください。高電圧びかかり感電 
する恐れびあります。 
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• 本機内部には高電圧回路び組み込まれています。落下など 
により破損したとさ、内部には絶対に手を触れないでくだ 
さい。感電する危険性びあります。 

■ スト□ボ撮影時、スト□ボを人の目（とくに乳幼児）に近 
づけて、撮影しないでください。目の近くでストロボを発 
光すると視力障善を起こす危険性びあります。 

• 本機を幼児•子供の手の届く範囲に放置しないでください。 
また、幼児•子供の近くで使巧ずるとをは、細むの注意を 
払い、不用意に本機から離れないでください。幼児•子供 
には安全警告•注意の内容び理解でをませんし、加えて政 
下のよラな事故の恐れびあります。 

•本機を落としたり、倒したりしてケガをする。 

• 誤ってストラップを首に巻を付け窒息を起こす。 

■ カメラで太陽や強い光源を直接見ないでください。視力障 
害を起こす危険性びあります。 

• 移動しなびらの撮影はおやめください。特にファインダー 
を骗をなびら移動ずると事故の原因になります。 

• 撮影時は被写体に気をと日れすぎずに周囲の状況にち充分 
注意をはらって<ださい。 

■ストラップび首に巻き付くと危険です。かさなお子様びス 
トラップを首に掛けないよラにご注意ください。 


〈カメラの保管について> 

• 暑い場所(夏の海辺、直射曰光下の車内など）に長時間おいてお < と、フィ 
ルムや電池の性能を低下させ、力 ラにち悪影響を及ぼしますので放置し 
ないで < ださい。 

• カメラを長期間使わないとさは電池を取り出しておいて<ださい。電池の 
液漏れなどによる事故を防ぎます。 


A ま意 


• カメラは湿気やほこりのある場所や防虫剤のあるタンス、 
実験室のよラに囊品を振ラところを避け、風通しのよいと 
ころに保管してください。電子回路の断線、ショートの原 
因となり、発煙•発火を起こすことをあります。 
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〈カメラが作動しなくなったとき〉 

このカメラは、外部の強力な静電気等に対して、極めてまれにカメラび作動 
しなくなることびあります。この時には、カメラ電源を OFF にして一度電池 
を取り出します。カメラ電源を ON-OFF し、表示パネルの表示び消えた禮 
再度入れ直してから、ご使用<ださい。 

〈電池取り扱い上のごま意〉 

■ 電池は一般に、低温になるにしたびって一時的に性能び低下します。寒を 
地での使用の前後はカメラを防寒具や衣服の内側に入れるなどして保温し 
てください。なお低温のため性能の低下した電池は、常温に戻ると回復し 
まず。 

• 電池の+— 極び汗や油などで巧れていると、接触不良をおこす原因になり 
ます。乾巧でよく拭いてから使用してください。 

■ 長期の旅行などには、予備の電池を用意してください。 

• 電池の +- を間違えて入れるとカメラは作動しません。 


A 注意 

• 金属製のピンセツトのよラな導電性のあるをので電極に触 
れないでください。電池の消耗を早めるだけでな< ショー 
卜 して危険です。 1 


A 警告 

• 電池を廃棄する場合は、接点にテープを貼るなど絶縁して 
<ださい。廃棄後他の金属と接触すると、破裂、発火の原 
因となります。 

• なのよラなことは絶対にしないでください。電池び破裂し 
火災、けびや周囲をミち損ずる原因となります。 

①このカメラで指定されている電池し^がは、使用しないで 
<ださい。 

③電池の極性 （+ と一）を逆に入れないでください。 

③電地を乂の中に入れたり、充電ショート、分解、加熱は 
絶対にしないでください。 

®CR2 (3 VU チウム電池）は充電禁止です。絶対に充電 
しないで < ださい。 

■ 電池は幼児の手の届かないところに置いてください。万一 
電池を飲み込んだ場合、電池び壊れて電池の液で胃、腸な 
どが損傷する恐れびありますので、直ちに医師と相談して 
<ださい。 
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撮影手順の早わかり 
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ストラップの取り付けかたとカメラケース 


ストラップ（付属品） 

ストラップは図のよラに取り付けてくださし、。 



• ストラップアジヤスターは、電池ぶた開けやフイルムの遗中巻走戻し 
にご利用いただけます。 
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き部の名称 
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(P23) 
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ファインダー内表示 



①撮該範囲枠、 © 近接撮影範囲枠あび④フォーカスフレームは常時表示され 
ていますび、他の表示は次の操作をした時に表示され、8秒間表示したあと 
自動的に消える省電設計になっています。 

1) カメラ電源を "ON" にしたとき。 

2) 力 ラ電源 "ON" の状態で、シャツターボタンを半巧ししたとき。"ろ"や 
"AFL" ボタンを巧したと去を表示されます。 


①撮影節囲枠 

通常の撮影では、この枠内で 
見える範囲び写ります。 
(P28) 

感近接撮影節囲枠 

撮影距離び約日. 8m 〜日 .3 曰 m 
のとをはこの枠の範囲内に被 
写体を入れて<ださい。この 
枠の範囲び写ります。 


③ 近接撮影マーク"が’ 

点灯：撮影距離び約 0.8m 
〜 0.35m のとを 
点滅：被写体との距離び近す 
ぎます。（撮影距離範囲が） 

® フ オーカ スフ レーム 

ピント合わせを行ラ範囲の目 
までず。 (P28) 

⑤ 露出補正マーク"±" 

露出補正を設定しているとき 
点灯します。 （P42) 
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(ファインダー内表示図は説明のための全情報を表示したをので、実際の表示とは異な 
ります。） 


麼フォーカス表示（測距状況を知6せまず。）" •" 

〈才ートフオーカス時> 

点巧 ：ピントび合っています。 

速い点滅 (4 回/秒）：ピント合わせびできません。 

遅い点滅 (1 回/秒）： AFL ボタンによるフォーカス□ック中 

〈マニュアルフオーカス時〉 

遅い点滅 (1 回/秒）：マニュアルフォーカス撮影距離設定中 

⑦スト□ボマーク"ち" 

点巧 ：スト□ボび発光します。 

速い点滅 (4 回/秒）:内蔵スト□ボ撮影距離範囲が警告 
(露出アンダーになります。） 

遅い点滅 (1 回/秒） ：ス ト□ボ充電中 
度)シヤッタースピード 

シャッタースピード表示は次のことを意味します。 


ファインダー内表示 

シャッタースピード 

已00点滅 

露出オーバーになります。 


1/1200秒 

已00点な 



]/3已〇砂 

已〇〇と]吕已，点:0 

]/180秒 

1巧点な 

]/日0砂 

] 吕已と30,卓 JJ 

]/4己砂 

30点な 

]/20砂 

LT 点灯 

]已砂 

"点滅 

□ングタイムモード (P46) 設定中 
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表示パネル 


(表示ノて ネル 図は説明のための全情報を表示したもので、実 
際の表示とは異なります。） 



感スト□ボモード （ P 20、30) 

自動発光 モード："ち Aum " 

赤目軽減自動第光モード："な造 >m" 

発光禁止モード："浸)" 

強制発光モード：" ち" 

夜景ポートレートモード："マ®" 

@電油残量表示 ( P 17) 

⑩次の各モード表示及び設定値表示 （ P 42 〜已 0) 

露出補正モード：" 固" または" 巨" 及び補正値 
セルフタイマーモード："及び設定時間 
n ングタイムモード： LT 及び設定時間 
フオーカス設定モード： AF または MF あび設定距離 

@フイルムカウンター 

(セルフタイマーの残0時間、□ングタイム設定の残0時間ち表 
示します。） 


〇カスタムフアンクシヨンモード： CF 及び設定項目 

(例;の ( P 53) 
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撮影前の準備 
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1. 電池の入れかた 




電地ぶたを開けまず。 


ストラップアジヤスターを利用 
し、電池ぶたの"•"とカメラの 
"•" をあわせて開けます。 


2 


新しい電池を入れまず。 


電池室巧の表示に従って電池を 
正しい向さにいれます。 

電池は 3 V リチウム電池 （ CR 2) 
1個を使巧します。 


3 


電ミ也ぶたの" •" とカメ 
ラの" •" を合わせては 


めこみまず。 


電池ぶたを元通り閉めまず。 


〈バッテリーチェック〉 

電池を入れた樓、力^ラを一度 
作動させてください。表示パネ 
ルに " ifM " (電池残量表术）び表 
示されまず。 


16 














電池残量表示 



電池の容量は 
充分です。 


新しい電池を 
準備してくだ 
さい。 

(点滅） 


\ 1 / 

-LW- 

/ 1 \ 

電池交換して 
<ださい。 

(点滅） 

\ 1 / 

_ 1- 

/ 1 \ 

電池容量びあ 
りません。 


〈電池の交換時期 > 

表示パネルに "eg" マークび点 
滅した5、電池交換の時期です。 
カメラ電源を "OFF" にしてか 
5新しい電池と交換してくださ 
い。 

• "亡 S" マークび点滅してからち 
撮該はでをますび、すみやかに電 
池交撰してください。電池容量び 
使用限界を超えると、表示パネル 
の "czT マークび点滅し、カメラ 
は作動しな < なります。 

• 電池によってはその性質上、装着 
時一時的に電圧び低下し、 "eg" 
マークび点滅することびありま 
ず。 

新品電池装着後すぐに "CS" 
マークび点滅した場合は、一度メ 
インスイッチを ‘OFF" にし再度 
ON にしてください。この操作を 
行って "M" マークび点灯した 
らそのままお使いいただけまず。 
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:.シャツターボタンの押しかた 



シャッターボタンは2段階巧せるよラになっています。1段目まで 
巧すことを"半巧し"といい、半巧しか!5さらに2段目まで押すこ 
とを"全押し"といいます。シャッターボタンはそれぞれの位置で 
次のような働さをします。 

半巧し 

ピント合わせと麗出の測定（測光）を巧います。 

全巧し 

レンズびピント位置まで繰り出され、シャッターび切れて撮影び行 
われます。撮影媛、フィルムを巻き上げます。 

* シャッターボタンはカメラぶれを起こさないよラに人差し指の 
腹で軽く押してください。またカメラの構えかた （P1 日）ちぶ、ず 
お読み < ださい。 

@半巧し時、レンズびピント位置まで繰り出されるよラに変更すること 
びでさます。 （P 已 3) 
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. カメラの構えかた 




① 脇をしめてカメラを安定させる。 

(1) 写ず瞬間に呼吸を止める。 

⑤ 手にあまり力を入れず、静かにシャッターボタンを巧す。 


ピントび合った美しい写真を撮るためには、カゾラをしっかり構え 
ることび大切です。ピントの悪い写真の多くはカメラぶれび原因で 
す。 

カゾラは横位置の化、状況により縦位置で構えますび、いずれも自 
分にあった姿勢を研究してください。建物や木立などを利用して体 
や力^ラを支えることも効果的なち法です。 

■ 撮影レンズ、測距窓、測光窓、 AF 補助光窓、スト□ボ発光部等に指やスト 
ラップびかからないよラにご注意ください。 

■ 縦位置のとをはスト□ボ発光部び上になるよラにすると自然光と同じ様な 
感じの写真になります。 


構えた時にレンズ鏡日同にさわらないで < ださし、。 
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4. メインスイッチ/絞りダイヤルについて 


メインスイッチ/絞りダイヤル 



ダイヤル□ック解除ボタン 


メインスイッチ/絞りダイヤルは 
カメラ電源の ON/OFF と絞り優巧 
オート撮影時の絞り値のセットに 
使用しまず。 

"貸’一で"にするとカメラ電源び 
ON になりプ□グラムオート撮影 
モード' ( P 27、39) にな0ます。 
また、ダイヤル□ック解除ボタンを 
押しなび5 "2.8 〜1色"にすると 
絞り優先オート撮影モード ( P 40) 
にな0ます。 


己.スト□ボボタンについて 


表示例はスト□ボ自動 
発光モード 



ifn] 
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スト□ボモードの切り替えを巧い 
まず。 

カメラ電源日 N 時、スト□ボボタン 
を押すごとに次の順で切0誓わり表 
示パネルに表示されます。 （ P 3 日） 
® 自動発光モード" 4 auto" 

(2) 赤目軽減自動発光モード 

■ AUTO.. 

> <g> 

③発光禁止モード "®" 

® 強制発光モード" V ’ 

⑤夜景ポートレートモード 

»■ AUTO » 

% <s> 

么 

• カメラ電源 ON 時、最初にセツトされ 
るスト□ボモードを変更することび 
でさます。 （P34) 







































巨.モードボタンとモードダイヤルについて 



モードボタンとモードダイヤルで多彩な撮影テクニックび利巧でを 
まず。詳しくは （P42 〜已日）をご覧ください。 

モードボタンで];(下のモードの切り誓えを巧い、モードダイヤルで 
設定値の切0誓えを巧います。 


切り曾 
え順序 

表示 

モード内容 

設定内容 

① 

臣または巨 

露出補正 （P42) 

浦正値： 一2EV 〜 

+ 2EV 

@ 

0 

セルフタイマー撮 
影 （P44) 

時間：1曰砂または2砂 

③ 

LT 

□ングタイム撮該 
(P4 已） 

時間：1砂〜180秒 

④ 

RF または MF 

フ オー カス モード 
の切曽と距離設定 

距離： 0,4m 〜 の、 AF 
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7. フイルムの入れかた 



フィルムは 、 DX マークの 付い 
たフィルムをご使用ください。 
フィルム感度は自動的にカメラ 
びセツトします。 


■ D X マークのないフイルムは 
に 0] 00にセツトされます。 


J 裏ぶたを開けまず。 

裏ぶた開放ノブを下げ、裏ぶた 
を開けます。 


• フィルムの出し入れは、直射曰光 
を避けて行って < ださい。 


2 


フイルムを入れまず。 


図のようにフイルムを斜め上か 
ら差し込むよラにして入れま 
す。 


■ DX 接点はむやみに触れたり、巧 
したりしないよラに注意してくだ 
さし、。 
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o フイルムの巧端をオレ 
ンジ色の"■"(フイルム 
巧端マーク）まで引き出しそ 
のままスプールの上に置を 
まず。 

このとさ図のよラにフイルムび 
浮き上び5ないようにしてくだ 
さい。 

• フイルムの先び長く出てし)る場合 
は、長さを調節してください。 


4 


裏ぶたを確実に閉めま 
ず。 


フィルムび自動的に空送0さ 
れ、フイルムカウンターび"日 1" 
になって停止します。 


フィルムカウンターび"日日" 
で点滅した場合は、フィルム 
び正しく送られていません。 
また、シャッターち切れませ 
ん。裏ぶたを開け、をラー度 
入れ直して < ださい。 
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8. フイルムの取り出しかた 



フィルムを全部撮影し終え 
ると自動的に巻き戻しが始 
ま0まず。 

巻さ戻し中はフイルムカウン 
ターび減算表示し、巻さ戻しび 
終了すると、モーターび停止し 
カウンターの "00" 表示び点滅 
します。巻き戻し終了乾畫ぶた 
を開けてフイルムを取り出して 
<ださい。 


巻さ戻し終了するまで裏ぶた 
は絶対に開けないでくださ 
し、。 


■ 巻さ戻し終了後、一度裏ぶたを開けるまでカメラは作動しません。 

■ フィルムを途中で巻き戻すときは巻を戻しボタン" R" を付属のストラッ 
プアジャスターの先端または先の細いもので押してください。（針などの鋭 
<尖ったちのでは巧さないで < ださい。） 

^巻き戻し完了時、フイルム先端をパト□-ネ州こ鶏すこともできます。 
W (P 已 3) 
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9. 写真の基礎知識 


〈絞り値> 

レンズに組み込まれている絞りは、レンズを通りフイルムにあたる 
光の量を、開□部を拡げたり縮めたりして調節します。この開□部 
の大きさを絞0値と言います。 

絞り値び大きくなるほど開□部はかさくなります。 

〈シャッタースピード〉 

カメラ本体に組み込まれているシャッターは、フイルムにあたる光の 
量を、シャッターび開いている時間の長さで調節します。このシャッ 
ターを開いている時間の長さをシャッタースピードと言います。 

〈露出〉 

フイルムに光をあてること。 

絞り値とシャッタースピードにより、フイルムにあてる光の量を調 
節します。 

〈フイルム感度> (旧0値） 

フイルム感度は、どの程度の光までフイルムび感応するかを IS 日 
(国際標準化機構）で定め5れた数値で表しています。 

に日値びルさいほど光に対する感度び低くなります。 

に日値び大きいほど光に対する感度は高くなり、かない光の量で感 
応します。 

〈被写巧深度〉 

レンズの一般的性質として、ある被写体にピントを合わせたとき、 
被写体自身び鮮明に写るだけでなく、その前後にわ鮮明に写る範图 
びあります。この範囲を被写巧深度といいます。同じレンズでの被 
写巧深度は次のよラに変化します。 

①絞りを絞り込むほど被写界深度び深く（広く）、開放にするほど 
浅く（狭く）なります。 

霞被写体との距離び遠いほど被写界深度び深く、近いほど浅くなり 
ます。 

⑤ピントを合わせた被写体の後方に深く、前ちに浅くなります。 
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基本的な撮影 
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1. 電源を入れまず 


S AUTO 

n |1 
U 1| 




表示パネル 



メインスイッチ 


メインスイッチを回し"©" 
^ " P " にしまず。 

カメラの電源び日 N になり、自 
動的にレンズバ U アび開さ、レ 
ンズび繰り出されて撮影びでを 
る状態にな0ます。この時カメ 
ラは次のモードにセツトされま 
す。 


1. ピント合わせ一才ートフオーカス撮影モード 

シャッターボタン半押しでカメラび自動的ピント合わせを行いま 
す。 

2. 露出ープ□グラムオート" P " 

あ5かじめプ□グラムされている絞りとシャッタースピードの組み 
含わせの中から、被写体の明るさに適した組み含わせをカメラび自 
動的に選びます。スナップ撮影など気軽に撮影ずることびでをまず。 

3. スト□ボモードー自動党光モード" ち auto " 

暗いところでの撮影や逆光のときスト□ボび自動的に発光します。 
シャッターボタン半押し時、ファインダー内"ち"の点巧は、スト □ 
ボび発光するお知5せでず。 

■ 力 ラをずぐに使わないときは、不用意にシャッターび切れるのを防ぐた 
めに力方ラの電源を OFF にしてください。 
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2. 撮影しまず 


フ オー カス 

撮影範囲 フレーム 


フ オー カス 
を术 


近接撮影 
範囲 


ソヤツター 
ス ピー ド 


〇 



マルチフオーカス範囲 
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1被写体にフ オーカ スフ 
1レームを向け、シャッ 
ターボタンを半巧ししまず。 

ピント合わせび行われるとファ 
インダー内" ♦" び点灯します。 
またその時のシャッタースピー 
ドび表示されます。 

•"な T マーク点な時は近接撮影範 
囲枠内に被写体を入れて撮該して 
ください。 ( P 12) 


〇そのまま静かにシャツ 
^ターボタンを全押しし 
て撮影しまず。 


このカメラは外部パッシブ方 
式のマ J レチフオーカスを搭載 
していますので、被写体び 
フオーカスフレームからをか 
はずれていてもピント含わせ 
がでをます。 





























■ シャッターボタン半巧し時、—も"び点灯するときはスト□ボび発光しま 
す。 

また"ち"び速い点滅 （4 回/砂）する時はスト□ボ撮該距離範囲外警告で 
す。 P 33 の表を参考に被写体まで近づき、点滅び点むになるようにして撮 
影してください。 

■ シャッターボタン半巧し時、 "化" び点滅しているとさは被写体との距離び 
近すざますのでシャッターが切れません。 0.3 已 m 切上の距離で撮影して 
<ださい。 

• ピント合わせびできないと去は、"♦"び速い点減をし、シャッターび切れ 
ません。等距離にある別の被写体でフオーカス□ック （ P 3 已 .3 日）して撮 
影してください。 

■ ファインダー内シャッタースピードび"己 00" で点滅したときは露出連動 
範囲がになる表示で、露出オーバーになります。 


AF 補助光について 

被写体び暗い場合やコントラストび低い場合は 、 A F 補助光窓か 
5赤外線を発光して被写体を照射し、オートフォーカスの精度を 
高める機構になっています。 

AF 補助光の有効距離は約 4.7 m です。 
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3 .スト□ボ撮彰 


①自動発光 ⑥夜景ポートレート 


ち WTO 码 

■(M] 

和 

固 

i 


t 

4 A ぶ。阳 

<(^a) 

一 

承 固 

<(^a) 

一 

な 固 


②赤目軽減自動発光 ⑤発光禁止 ④強制凳光 



写したいをのや撮影場所に応じて、スト n ボを発光させたり、発光 
を止めたりすることびできます。 

カメラ電源 ON 時、スト□ボボタンを巧すごとに;欠の順に切り曾ね 
り、表示パネルに表示されまず。希望ずるモードにして撮影してく 
ださい。 

①自動凳光モード^③ホ目軽減自動発光モード感発光禁止 
モード^©強制発光モード^感夜景ポートレートモード 


カメラの電源を ON にしたとさに最初にセツトされるスト□ボモードを、 
変更することびで走ます。常活されるスト□ボモードにセツトしておくと 
便利です。詳しくは P 34 "ホームポジション"をご覧ください。 
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〈1.自動発光モード > "ち AUTD " 

暗いところの撮影で、シャッタースピードび1/巨〇秒より遅くなる 
明るさのときは、自動的にスト□ボ撮影になります。 

この時シャッタースピードは1/色0秒になります。 

• スト□ボび発光するときはファインダー内の"ち"び点口します。 

〈と赤目軽減自動発光モード〉"4&ぶ°" 

暗いところで人物をスト□ボ撮影すると、まれに瞳びホ<写る（ホ 
目現象)ことびあります。この赤目現象を軽減させる撮影方法です。 

• このモードではスト□ボび約 0.7 秒間隔で2回発光し、2回目の発光のと 
きシャッターび切れます。]回目と2回目の間にファインダー巧"♦"と 
セルフタイマー LED び点滅します。]回目の発光搂カメラを動かしたり、 
人物び動かないよラに注意してください。 

〈3.発光禁止モード> "感" 

夕暮れや室内のムードを活かした写真を撮るなど、スト□ボを発光 
させずに撮影したいとさはこのモードにセットしてください。被写 
体の明るさに麗出を決定しますので自然な感じの写真び撮れます。 

• 暗いとさは遅いシャッタースピードになります。（最長]已砂） 

カメラぶれ防止のため兰脚をご使用ください。 

■ このモードのとをは、暗くてを—ち"は表示しません。 

〈4.強制発光モード> "4" 

常にスト□ボを発光させるモードです。 

屋外の撮影時に、たとえば強い曰差しの下や逆光下でそのまま人物 
を撮影すると、人物は暗くな0びちです。このよラなとさは、強制 
発光モードにすると人物わ背景もきれいに描写することびできま 
す。（曰中シンク□撮影） 

• 被写体び暗く、適正なシャッタースピードび]/已〇秒 UTR こなるときは、 
シャッタースピードは]/已〇秒にセツトされます。 
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〈5. 夜景ポートレートモード〉"ち 譽" 

夕景や夜景など暗い ところで 背景を活かした人物撮影を行 ラと をは 
このモードにセットしてください。人物を背景ちきれいに描写する 
ことびでさます。 

赤目軽減自動発光モードの機能に； M えて、暗いところでは背景の明 
るさに応じて最長]秒までシャッタースピードび遅くなります。 
(ス□ーシンク□撮影） 

• ス□-シンク□撮影ではシャッタースピードび遅くなりますので、力方ラ 
ぶれ防止のために=脚をご使用ください。 


逆光スト□ボ自動発光 

このカメラは自動発光モード、赤目軽減自動発光モードおよび夜 
景ポートレートモードのとき、画面中央に被写体びある逆光下で 
の撮影では、被写体びされいに写るよラに明るさによって自動的 
にスト□ボび発光することびあります。 

• スト□ボび発光するとをはファインダー巧の"ろ"び点灯します。 

スト□ボ撮影を多用される場含には撮影範囲の広い ISO 400 
フイルムのご使用をおすすめします。 （ P 33 参照） 


32 



スト□ボ撮影時のご注意 

• ファインダー内" V ’の表示は次のお知5せでず。 

点灯：スト□ボが発光しまず。/スト□ボ撮影距離節囲巧でず。 

(シャッターボタン半巧し時） 

遅い点滅 （1 回/秒）：スト□ボ巧電中。 （シャッターび切れません。） 

速い点滅 （4 回/秒）：スト□ボ撮影距離節囲が警告でず。 

(シャッターボタン半巧し時） 

被写体び遠すざてスト□ボ光び届かず露出アンダーになります。 

被写体に近づくか絞りを開いて、点滅が点丹になるよラにして撮影してくだ 
さい。 U バーサルフィルム使用時はさらに撮影距離範囲び狭くなりますので、 
次の『スト□ボ撮該距離範囲』の範囲内で撮該してください。 

くスト njlt 撮影圧巨離範囲〉 （ U パ'-サルフイルム使用時） 


距離 ( m ) 

露出/絞り 

0.こ 

巧 1 2 

1 1 1 1 1 

3 4 

1 1 1 

.ド 


r - 

1 

I 1 1 

I 

F 吕.扫 


11 j. 

t -1 

1 ^ r n 


F 4 


1. 

1 

f 

F 已.白 


1 i い 

。 ii 1 

1 

1 

F 8 


し 1 i -! 1 

1 

F 1 1 


- n —— P □ に0400フィルム使用時 

F 16 


— ! □ IS 0100 フィルム巧用時 


絞り優先オート時は、撮影距離に応じてスト□ボの光量び変化しま 
す。プ□グラムオート" P " 時は、撮影距離に応じて絞りび変わるフ 
ラッシュマチックち式になります。スト□ボ撮影のときは、" P " に 
セットずることをおすずめします。絞りを絞り込んでスト□ボ撮影 
ずると、撮影距離が短くなりまず。 

■ 内蔵スト□ボの撮影距離範囲よりもさらに遠距離でのスト□ボ撮該を行い 
たい場合は C 曰 NTAX フラッシュアダプタ ー SA -2 (別売）を利巧して 
TLA 200ス I - □ボをご使巧 <だ’さし'!。 （ P 已 9) 
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〈ホームポジション〉 

カメラ電源を ON にしたときに最ネ刃にセツトされるスト□ボモード 
(ホームポジション）を変更ずることができまず。 

"や" な" など常用されるスト n ボモードにセットしてお<と 
便利です。 



①カメラ電源日 N 時、スト n ボボタンをスト□ボマークび点滅す 
るまで押し続けます。（約2秒） 

③点滅した5—旦ボタンか5指を離し、再度ボタンを押して希望の 
モードを選びます。 

感約8秒で自動的に点滅か5点灯に変わりセツトび完了します。 


• シャッターボタン半押しまたは、カメラ電源 OFF でをセットされます。 















4. フォー カス□ック 



シャッターボタンを半巧しすると、その時のピントび固定されます。 
(フォーカス□ック）。半巧ししている間フォーカス□ックは継続し 
ていますので、力;ラの向さを変えてちピントは変わりません。 

構図によって被写体びフォーカスフレームか5大きくはずれるとき 
は、フォーカス□ックを利用して撮影してくだをい。 

1ピントを合わせたい被写体にフ ォーカ スフ レームを 向 
1け、シャッターボタンを半巧ししまず。 

ピント合わせび行われファインダー巧" ♦" び点灯しピントび固定 
します。 

• 表示パネルにはフォーカス□ックされた距離び表示されます。距離表示は 
シャッターを切った後約2砂間表示されます。 

• ピントと同時に露出も固定されます。 （ AE □ック） 

■ び速い点滅 （4 回/秒）するときはピント合わせびでをません。等距離 

にある別の被写体を利巧してフォーカス □ ックしてください。 

2 シャッターボタンを半押ししたまま写したい構図にカメ 
ラを向け、そのままシャッターボタンを全押しして撮影 
しまず。 

• フオーカス□ックはシャッターボタンから指を離すと解除されます。 


35 
















. AFL ボタンの利用 



AFL ボタンを利巧してフオーカス n ックをすることびでさます。 
シャッターボタンはシャッターを切る時のみに使用しますので、 
シャッターチャンスに専怠することびできます。 

その時のフオーカス範固はほぼフオーカスフレーム部分にな0ま 
す。（スポット • AF ) 

1ピントを合わせたい被写体にフ オーカ スフレームを向 
1け、" ♦" が遅い点滅 （1 回/秒）ずるまで AFL ボタン 
を巧し続けまず。（約 1. 已秒攻上） 

び点滅した5フオーカス□ック完了でず。 AFL ボタンか5指 
を離してください。 

• 表示パネルにはフオーカス□ックされた距離び表示されます。 

■ び速い点滅 （4 回/砂）するときはピント合わせびできません。等距 

離にある別の被写体を利用してフオーカス□ックしてください。 


再度 AFL ボタンを押すと、フオーカス□ックは解除されます。 
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o 写したい構図にカメラを戻し、シャッターボタンを全巧 
しして撮影しまず。 

■ 撮影び終了すると、フォーカス□ックは辭除されます。 

力^ラ電源 OFF までフォーカスロックを継続することびできまず。 
CP 54) 

@ピントと同時に露出も固定することびできます。 CP 己 3) 

〈誤測距および測距不能になりやずい被写体〉 

次のよラな被写体はピントび含いにくいので フォー カス□ックを利 
用して、等距離にある別の被写体に一度ピントを合わせて撮影しま 
しょラ。 

■ 低コントラストの被写体。 

• 繰り返し同じパターンのちの 
• 暗い被写体。 

■ 水平線など横線だけの被写体。 

■ 非常に明るい被写体や光おのある被写体。 

• フォーカスフレームやその周辺に、強い光源びある場合、および太陽光な 
ど強い光源びあり画面巧に入る場合。 

■ フォーカスフレーム内に極度に距離の違ラ被写体び共存する場合。 

■ 高速で移動する被写体。 
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撮のテクニック 
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. プ□グラムオート撮該 


あ5かじめプ□グラムされている絞りとシャツタースピードの組み 
をわせの中から、被写体の明るさに適した組み含わせをカメラび自 
動的に選びます。スナップ撮影など気軽に撮影ずることびでをます。 


S AUTO 

0 ；| 




表术■/ くネル 



メインスイッチ 


1メインスイッチを回し 
A "0" 一" P " にしまず。 

カメラの電源び日 N になり、プ 
□グラムオート撮影モードにな 
ります。 


2 


撮影しまず。 


〈プ□グラムオート制御図〉 


プ□グラムオートでの絞りとシヤッタースピードの組み合わせは図 
のよラにな0ます。 
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2. 絞り優先才ート撮影 


絞りを開けた場合 絞りを絞り込んだ場合 



絞り値 2.8 4 5.6 8 11 16 

絞りを開ける ◄ - ► 絞り込む 


レンズの一般的な性質として、ある被写体にピントを合わせたとを、 
被写体自身び鮮明に写るだけでなく、その前後にわ鮮明に写る範图 
(被写界深度といいます。 P 巧参照）びあります。 

絞りを絞り込むほど鮮明に写る節囲が広くなり、開放にずるほど狭 
<なります。 

この性質を利用して、被写体を背景わ鮮明に写したり、あるいは被 
写体のみ鮮明に背景はぼかして写すことびでをます。作画意図に含 
わせて絞り値をセツトして<ださし、。 

絞り優先才ート撮影は、あ目かじめ絞りをセツトずると、被写体の 
明るさに応じてシャツタースピードを自動的にコント□—ルしま 
ず。 


■ ファインダーには絞りに応じて自動セツトされたシャッタースピードび表 
示されます。 
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絞りタイヤル 



ダイヤル□ック稱除ボタン 


1 ダイヤル□ック解除ボ 
1タンを巧しなが6、絞り 
ダイヤルを回して絞り値を 
セツトしまず。 


2 


撮影しまず。 


〈絞り優先オート制御因> 

絞り優先オートでの絞りとシャッタースピードの組み合わせは図の 
よラになります。 


5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18EV 



* 絞り連動範囲より明るい場合は自動的にプ□グラムシフトします。 


■ 室内や夜景などの暗い被写体や、スト□ボを必要とずる被写体では、" P" 
にずるか絞りを F 吕.扫にして撮影することをおずずめしまず。 
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. 露出補正 


撮影のとき、ま要被写体とその背景に極端な明暗差があるために、 
そのままでは主要被写体に適正露出が得5れない場合に露出の補正 
を行います。また意図的に露出オーバー、アンダーの写真を撮りた 
いとさにち利用しまず。 

補正値は十 2 EV 〜一 2 EV までの範囲内で 1/3 EV ごとにセットす 
ることびできます。ファインダー内には"±"マークび点灯します。 



補正値をセット 


1カメラ電源日 N 時、モー 
1ドボタンを1回巧して 
表示パネルに露出補正モー 
ドを表示しまず。 

〇モードダイヤルを回し 
^て希望ずる補正値を 
セツトしまず。 

〇そのまま撮影しまず。 

撮影び終了すると露出補正は 
解除されます。 


■ 補正値設定後、撮該しないで解除するとをは]〜2の手順で補正値を"打ぴ’ 
にセツトして<ださい。 

■ 補正値設定後そのまま8砂間放置ずると、"固"または"巨"び追加され 
た通萬の表示に戻ります。 

@露出補正設定の継続時間を変更することびで去まず。 （P 已 3) 

補正値を 1/2EV ごとにセツトすることびできます。 （P 己 3) 
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+ 補正 



補正なし 



逆光などのときは"* 

"+0.3EV " 〜 "+2 EV" の辭囲で補正しまず。 

逆光や明るい空、海をバックにした人物、または窓辺の人物などの 
よラに明るい背景び撮影画面に占める割合び大さい場含、人物は露 
出アンダーになり、シルエットのよラに暗くな0ます。このよラな 
ときは露出を、 + a 3 EV 〜 +2 EV の範囲で補正して、露出を多く 
与えます。 



暗い背景などのとをは ••• 

"- 0.3EV " 〜"一 2EV" の辭囲で補正しまず。 

スポットライトに照日し出された人物などのよラに、暗い背景び撮 
影画面に占める割含び大きい場含、人物は露出オーノ（一になり白つ 
ぽくなります。このよラなとさは震出を、一日. 3 EV 〜一 2 EV の範 
囲で補正して、露出をみなくして撮影します。 
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4. セルフタイマー撮影 



セルフタイマー撮影は、1日秒と 
2秒の2種類びあ0ます。記急 
撮影など、自分ち一緒に写りた 
いとさは "1 日秒"を、暗いとこ 
ろでの撮影などでの シャツ ター 
押し時のカメラぶれ防止には 
"2 秒"を利巧します。 


カメラを兰脚などで固 
定しまず。 


2 カメラ電源を ON にし、 
モードボタン2回を巧 
して表示パネルにセルフタ 
イマー撮影モードを表示し 
まず。 

3 モードダイヤルで "10" 
または "02" を選びま 
ず。 


モードダイヤルを図すと次のよ 
ラに設定び変わります。 


の 



& G’? 

S 


砂表のなし 



10砂 
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/ I シャツターボタンを半 
巧しし、ファインダー内 
フォーカス表示の点なを確 
認してか6シャツターボタ 
ンを全巧ししてください。 


5 


セルフタイマーび作動 
し、1 Of 少または少後 
にシャッターが切れまず。 


撮影び終了ずるとセルフタイ 
マー撮影は解除されます。 


• セルフタイマー撮影を途中で中止ずるとをは、モードボタンを巧すかカメ 
ラ電源を OFF にしてください。 

• セルフタイマー作動中フイルムカウンターは、シャッターび切れるまでの 
残り時間（砂）を示す表示になり、セルフタイマー LED び点滅します。 

■ セルフタイマースタート時に露出とピントび固定されます。 

■ セルフタイマー作動中にシャッターボタンを巧すと、セルフタイマー作動 
をやり直します。 

• セルフタイマー設定モードを"秒表示なし"にすると、セルフタイマー 
モードは解除されます。 

■スト□ボ充電中はセルフタイマーをスタートすることはでさません。 
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. □ングタイム撮影 


1秒から ISO 秒までの長時間撮霞びできます。巧火や星空、ある 
いは夜景などの撮霞に便利です。 



1 カメラ電源 ON 時、スト 
1 □ボ モー ドを" ⑤ "にし 
まず。 


• スト□ボを併用したい時はスト □ 
ボび発光するモードを還んでくだ 
さい。ス□-シンク□撮該になり 
ます。 

〇モードボタンを3回巧し 
ム て表示バネルに□ングタ 
イムモードを表示しまず。 


〇モー ドダイヤルを回し 
て希望のシャツ タータ 
イム（秒）をセツトしまず。 


4 


そのまま撮影しまず。 


• 表示パネルにはシャッターび閉じ 
るまでの残り時間び表示されま 
す。 


〈設定できるシャツタータイム 
弹位：秒)> 

01、1.已、02、03、04、〇已、 
08、1日、1日、20、30、45、60、 
90、120、180 


• 撮該び終了すると□ングタイ 
ム撮影は解除されまず。 

• スト□ボモードは希望のモー 
ドに戻してください。 
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■ このモードはオート露出撮影にはなりません。 

• 絞りダイヤルで絞りを設定してください。" P" にセットすると絞りは開放 
(F2.8) になります。 

• □ングタイムモード設定渡、撮影をしないで途中で解除するとをは2〜3 
の手順でシャッタータイムを‘--"にセットしてください。 

■ シャッタータイム設定後そのまま8秒間放置すると、 "LT" び追加された 
通常の表示に戻ります。 

• 力 ラぶれ防止のため=脚をご使用ください。 

• セルフタイマーを併用すると、シャッターボタンを巧す時の力 ラ振れを 
防ぐことびでをます。 
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巨.マニュアルフォーカス撮影 


ピント位置を手動で セッ トすることびでをます。距離を固定しての 
定点撮影や、絞りを絞り込んで鮮明に写る範囲を広げてのスナップ 
撮影あるいは シャッ ターチャンスを優先した撮影 （*) びでをます。 
去このモードでは撮影レンズが繰り出された状態でセットされますので、 
シャッターボタン 押しから シャッターび切れるまでの時間び短くなります。 


巧 


C 


2 


3 


面 


AUTO 


3 


MF m 


確定表71^ 


表示パネルにはフイルムカウン 
ターに代わり確定した撮影距離 
びそのまま表示されます。 


〈設定できる距離禅位： m )〉 
0.4、□.己、0.6、0.7、0.8、0.9、 
1、1.1、1.3、1.已、2、3、已、10、 
InF 


1カメラ電源日 N 時、モー 
1ドボタンを4回巧して 
表示パネルにフオーカス設 
定モードを表示しまず。 

表示パネルには "AF " または " MF" 
び表示されまず。 

2 モードダイヤルを回し 
て希望の撮影距離を 
セツトしまず。 

3 モードボタンを巧ずと 
撮影距離び確定し、レン 
ズがピント位置まで繰り出 
されまず。 

一度設定すると力方ラ電源 
" ON " 中は同じ設定距離で続け 
て撮影することびでをます。 


• シャッターボタンキ巧しまたは8 
砂間放置してち撮影距離び確定し 
ます。 

• マニュアルフォーカス設定中は 
ファインダー内‘ ♦" び点滅 （1 回 
/砂）します。 
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4 構図を決めて撮影しまず。 


AF 撮該に戻したいときは、 " AFL ボタン"を巧してください。瞬時に切 
り替わります。 


■ 撮影距離は、なページの被写巧課度表（鮮明に写る範囲）を参考にをセッ 
卜してくださし、。例えば、絞りを F 8 にして撮該距離を己 m にセットする 
と 2.44 m 〜〇〇 までピントの 合った 撮影びでさます。 

■ フィルムカウンターは巻さ上げ禮2砂間表示され、再び設定された撮影距 
離の表示に戻ります。また、カメラ電源を " OFF " にするとフィルムカウ 
ンターを表示します。 


設定中はレンズび繰り出された状態になっています。レンズ鏡洞をつか 
んだり、物にぶつけたりしないよラご注意ください。ピントずれや破損 
の原因になりまず。設定後、操作しないで] 0分切上経過すると、破損 
防止のためにカメラ電源 ON 時の位置までレンズび戻ります。シャツ 
ターボタンを半押しするとまた設定位置までレンズび繰り出されます。 


マニュアルフオーカス設定をカメラ電源 " OFF " 後も継続させること 
びで去ます。 （ P 已 4) 


[なページへ続< I 
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〈被写巧深度表 > (単位 • m ) 

セツトした撮影距離と絞りに巧しての鮮明に写る範囲です。 


\\絞り値 
撮影距離 ( rT ^\ 

F 吕 .8 

0.4 

0.39〜0.41 

0.已 

0.49〜0.已吕 

0.6 

0.58 - 0.6 吕 

0.7 

0.67〜0.73 

0.8 

0.7巨〜0.84 

0.9 

0.8己〜0.目6 

1.0 

0.94 -1 .07 

1.1 

1.0吕〜 1.1 目 

1.3 

1.19 〜1.43 

1.已 

].36 〜1 .68 

2.0 

^ .7 日〜吕 .34 

五0 

吕 .46 〜 3.85 

己.0 

3.65 〜7.目呂 

10.0 

己.71〜40.8 

InF (〇〇) 

13 .吕〜〇〇 


F 8 

0.38〜0.43 
0.4巨〜0.已己 
0.54 - 0.67 
0.6吕〜0.80 
0.70 - 0.94 
0.77〜1 .09 
0.84〜 1.24 
0.91 〜1.40 
1 .03 〜1 .76 
1.1 日〜吕 .1 日 
1.4 吕〜 3.41 
1.8 己〜 8.12 
吕44〜〇〇 
3 .吕〇〜〇〇 
4.67 〜00 


F 1 巨 

0.36〜0.46 
0.43〜0.60 
0.50 - 0.77 
0.已巨〜0.目己 
0.6吕- 1.15 
0.67〜 1.38 
0.7吕〜 1.65 
0.77〜1.日日 
0.8巨〜吕 .74 
0.日4〜 3.88 
1.1 1〜1 1.9 
1.34 〜〇〇 
1 .62 〜〇〇 
1 .9 吕〜〇〇 
2.35 〜00 
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7. 日付•時刻の写し込み 


セツトボタン ーI 


セレクトボタン 


MODE 


6 〇 


SELECT SET 


モード切り替え 
ボタン 


年.月.日 

1’日！ M 或1 ♦ 

曰•巧-年 

- 1?8畔の1 

i 

t 

1?8坦•堀 

曰-時•分 

1 "が 8前 

月•曰-年 



写し込みなし 


データバック付カメラの場合は撮影時に、曰付や時刻を自動的に写 
し込むことびでさます。 

• データバックび付いていないカメラの場合は、別売の rCONTAX T3 デー 
タバック」を取り付けてください。日付や時刻を写し込むことびできます。 
• データバック用電池は工場出荷時にセットされていまずのでそのままご使 
用になれます。 

①写し込むモードを選びまず。 

モード切0誓えボタンを押すごとに、年•月-曰^曰•時•分^ 

-(写し込みなし）^月•曰•年^曰•月-年に表示び切0 

誓わりまずので、希望する表示を出してください。 

③ シャッターボタンを巧して撮影しまず。 

• 表示窓ち上の"—"マークび点滅して、表示び写し込まれたことをおしま 
す。 

• 数字の上に出る" M " 表示は巧 ( Month) を表すマークで、写し込みはさ 
れません。 

• 日付や時刻を写し込みたくないときは、-にして撮影します。 

■ 写し込みは写真のち下隅になります。写し込み位置の背景び白や黄色のよ 
ラに明るいとさは、数宇び読みにくくなることびあります。 


[なページへ続< I 
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〈日付-時刻の修正〉 

日付け-時刻の修正はなのよラにしてください。 

①モード切り曾えボタンを巧して修正ずるデート表示を出しまず。 
③セレクトボタンを巧して修正ずる数字を点滅させまず。 

感セツトボタンを押して正しい値に修正しまず。 

(時刻表示で：び点滅している攝合は秒合わせです。時報に合わせてセッ 
トボタンを巧すと正確な時間合わせがでさます。） 

® 修正が終わった5数字の点滅が消えるまでセレクトボタンを巧 
しまず。 

〈データバック巧電池の交換について〉 

データバック用電池は、長寿命の U チウム電池 （ CR 2 日2己）を採用 
しているため約3〜4年間は交換不要です。電池び消耗してくると 
日付けや時刻の写し込みび薄くなったり、液晶表示び正常な表示を 
しなくな0ます。この時は図のよラにして電池を交換してください。 



①裏ぶたを開け、電池ぶたを固 
定している止めネジをはず 
し、ふたを開けまず。 




電池室内に入れ、ふたを元通 
りに閉め、固定してくださ 
い。 


• 電池を交換した後は、必ず曰付と 
時刻を合わせ直してください。 


デート用電池 （ CR 吕02日）は、特に幼児の手の届かない所に置いてくだ 
さい。万一電池を飲み込んだ場含は、ただちに医師と相談してください。 












. カスタム機能について 


このカメラには、次の表のように7項目の"カスタム機能"を搭載 
していまず。お買い上げ時は標準的な機能（内容番号の標準設定 
" A ") にセットしてあります。（この取扱説明書では" A " の状態を 
説明しています。）カスタム機能を変更したい場含は『カスタム機能 
のセットのしかた』 （ P 日己）をご覧ください。 

■ カスタム機能をセットするとカメラの機能や操作手順が変わります。この 
ページをよくお読みいただ去、正しくご使用ください。 


〈カスタム機能一覧表〉 


内容番号 

標準設定 

変更設定 

機能番号\ 

( A ) 

化） 

に） 1 

CF 1:フイル 
ム巻さ戻し時の 
フイルム残り 

1 A :フイルム 
をパト□ーネ内 
にすベて巻を込 
む。 

lb : フイルム 
先端をパト □- 
ネのがに鶏ず。 


CF 吕:レンズ繰 

0出し時期 

吕 A :シャツ 
ターび切れる直 
前 

吕 b :シャツ 
ターボタン半巧 
し時 


CF 3 :露出補 
正の継続時間 

3 A : ] ショッ 
卜 のみ 

3 b :カメラ電 
源 OFF まで 

3 C :設定辭除 
まで 

CF 4:露出補 
正幅 

4 A ： 1/3 EV 

4 b : 1/2 EV 


CF 已： AFL ボ 
タンの機能 

已 A :フオーカ 
ス□ツクのみ 

已 b :フ オーカ 
ス□ツク /AE 
□ック 



なページへ続ぐ 
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標準設定 

変更設定 

機能番号 

( A ) 

化） II ( C ) 

CF 6:フォー 
カス□ックの継 
続時間 （ AFL ボ 
タン） 

巨 A : ] シヨッ 
卜 のみ 

巨 b :カメラ電 
源 OFF まで 

CF 7 : 7 ニュ 
アルフォーカス 
の継続時間 

7 A :カメラ電 
源 OFF まで 

7 b :設定辭除 
まで 

CL :カスタム 
機能の初期化 

カスタム機能 （CF ] 〜 CF 7) の内容びすべて標準設 
定になりまず。 


54 

















〈カスタム機能のセツトのしかた〉 


カスタム機能設定モード 


1 

、レ 

— CF — 
<1、 

巧 



機能 

1 

2 

CF rIFl 



内容 

3 

CF 

3 b 




4 


ご！の 1 

C U| 


1カメラ電源を "OFF" に 
1し、スト□ボボタンと 
モードボタンを、 "CF" が表 
示されるまで同時に巧し続 
けます。（約3秒 


〇モードダイヤルを回し 
ムて "機能"を選びまず。 


3 モードボタンを巧して 
"内容"を選びまず。 


4 シャツ ターボタンを巧 
ずとカスタム機能が 
セツトされ、通常表示に戻り 
まず。 


そのまま8砂間放置して右カスタム機能びセットされます。 

点滅中にメインスイッチを " P " にしてを、カスタム機能びセットされま 
す。 

CL (カスタム機能の初期化）は8砂放置してもセットできません。 " CL " 
表示後メインスイッチを" P " にしてください。 
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9. カスタム機能を利用した便利な撮影 


次のような撮影を巧いたい場合、カスタムフアンクシヨンを使うと 
便利です。 

i . r フイルムをきき戻したときに、フイルム先端部をパト□—ネのがに残した 
い J 

-► CF 1 : lb を選択する。 


吕.「シャッタータイムラグを短くしたい」 

* CF 2 :2 b を選択する。 

シャッターボタン半巧し時にレンズをピント位置まで繰り出しまず。 

五 r 露出補正を続けて撮影したい」 

碎 CF 3 で、露出補正の継続時間を変更することびでさます。 

CF 3 : 3 A を選択する。- ♦] ショットのみ 

3 b を選択する。一力六ラ電源 ON 中（電源 OFF で自動的に解 
除します） 

3 C を選択する。一設定解除まで。電源 OFF しても露出補正を 
記憶していまず。;欠に電源 ON したとを、続 
けて同じ補正値で撮影び行えます。 

4. r 露出補正の幅を変更したい」 

崎巳 F 4 で、 l/SEV ステップと] /2 EV ステップの選択びできます。 
CF 4: 4 A を選択する。* 1/3 EV ステップ 
4 b を選択する。崎 1/2 EV ステップ 


己. 「 AFL ボタンで AE □ックしたい J 

* CF 己：加を選択する。 

AFL ボタンでのフオーカスロックと同時に AE □ックさせられます。 

巨. 「 AFL ボタンでのフオーカス□ックで続けて撮影したい」 

一巳 F 巨：日 b を選おする。 

カメラ電源 OFF まで、フオーカス□ックび継続します。 

7. r 設定辭除するまで、マニュアルフオーカスを継続したい」 

崎 CF 7 :7 b を選択する。 

設定辭除するまでマニュアルフオーカスび継続します。撮該途中 
で電源 OFF してち、なの電源 ON 時にマニュアルフォーカス設 
定されている距離で撮影で去ます。 
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別売アクセヴリー 
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1 .CONTAX T 3 データバック 



カメラの裏ぶたと交換して装着するだけで、カメラボディと連動す 
るクオーツ制御の液晶式データバックです。 

オートデート機構により曰付や時刻を画面内に自動的に写し込むこ 
とびでさます。 


〈カメラへの取り付け〉 

①カメラに標準装備されている裏ぶたを開き、付属の金具で裏ぶた 
着脱ピンを f 甲し上げなが5取りはずしまず。 


③データバックの取り付け卽の上側をカメラの取り付け穴に差し 
込み、付属の金具で着脱ピンを押し上げなが5下側の卽も取り付 
け巧に合わせまず。これで取り付けは完了でず。 

データバックの主な仕様 

型式：液晶表示式クオーツ時計内蔵（オートカレンダー） 

写し込み機能：年•月•曰/曰•時•分/写し込みなし/ 

月-曰•年/曰•月•年 

写し込み方法：シャッター作動に連動した自動写し込み 
フィルム感度設定：自動設定 
電源： 3 VU チウム電池に R 202己） 

寸法：] 0□.已（幅） X 己6 (高さ ）X ] 日（奥行去 ） mm 
質量： 4已吕（電池別） 


* 仕様-外観の一部を予告な<変更することびあります。 
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CONTAX T3 に外部ス ト n ボを接続して使用するた奴の専用アダ 
プターです。特に TLA2 日日と 組み含わせると、 TLA2 日日を 才ート 
ス ト □ボとして使巧できます。カメラ内蔵ス ト □ボの撮影距離範囲 
内では内蔵ス ト □ボび発光し、内蔵ス ト □ボ撮影距離範囲を越える 
と自動的に TLA2 日日に 切り誓えて発光します。 

また、 L タイプのケーブルスイッチを接続することびでさます。 



L タイプケーブル 
スイッチソケット 


〈取り付けかた〉 


①フラッシュアダプターをカメラに取り付けまず。 

図のよラに フラッシュ アダプターの取り付けガイドピンを力方 
ラの取り付けガイド巧に差込み、固定ねじを力方ラの兰脚巧にね 
じ込みしっかり固定します。 

③スト□ボをフラッシュアダプターに取り付けまず。 

スト□ボを フラッシュアダプターの スト□ボ取り付け部に止ま 
るまで差込みます。 

* スト□ボの取りはずしかたはスト□ボ取扱説明書をご覧ください。 

















アダプター用ストラップは図のよラに 
取り付けてください。 


〈使いかた〉 


1.TLA 200の場合 


1 AUTO 

ぶ1 

4^^ 


f ^ 

① 



© 

/ 、 

TEST OFF, ? [■ か 1 

1◎感 

W の弓 


• TLA 200のズームセレクターを 
"3 已" （ mm ) にセットしてくださ 
し、。 


①カメラのスト□ボモードを 
auto " にしまず。 

被写体の明るさによって、内 
蔵スト□ボまたは TLA200 
を自動発光します。 

霞 TLA 200の電源（発光モー 
ドセレクター)を " TTL " に 
し、 P 目1のスト□ボ撮影節 
囲表を参考にカメラの絞りを 
設定します。 

設定した絞0に応じて適正震 
出び得られるように、スト □ 
ボ光量を]ント□-ルします。 


③カメラの内蔵スト□ボと 
TLA 200 の両方の巧電亮了 
を確認してか!5、 シャツ ター 
ボタンを巧しまず。 

被写体の距離に応じて、内蔵 
スト□ボあるいは TLA2 日日 
び自動発光します。 
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カメラファインダー巧"ち"マークとスト□ボ発光の関保 
(自動発光、赤目軽減自動発光、夜景ポートレートモード時) 


被写体までの距離 

フアイン 
ダー內表示 

内蔵スト □ 
ボ 

TLA 200 

内蔵スト□ボび届く距離 

i 点な 発光 

発光しない 

内蔵スト□ボび届かない距離 

"ち "点滅 発光しない 

発光 


■ "夕篆 TO " 及び""にすると内蔵スト□ボび赤目軽減のためのプ U 発 
光します。 ~ 

• "み" にすると被写体の明るさと距離によらず内蔵スト□ボと TLA 200 び 
発光し、内蔵スト□ボび届く範囲では光量オーバーになります。 

• '■{$)" にすると被写体の明るさと距離によらず TLA 200 のみび発光しま 
す。被写体の明るさに応じて最長] 6砂までのス□ーシンク□撮影になり 
ます。 

• TLA20C)U (がの当社 TLA スト□ボでは TTL モードにしても適正露出にな 
りません。 P62 「その他のスト□ボの場合」に従ってマニュアルスト□ボ 
としてご使巧ください。 

〈内蔵 スト □ボと TLA 200スト □ボ撮影距離韓囲〉 

旧0100フィルム使用時、 （） は旧0400フィルム使用時 


内臓スト□ボ撮影範囲 TLA 200スト□ボ撮影範囲 

•I 




1 

撮影距離 m 

露出/絞り 

(0 

0. 

7) 

3 巳 

1 

に） (4) (日） (8) 

1 2 3 4 

1111111 

(10) (12) (14) 

5 6 7 

111111 

"P" 



\ 



F2.8 





F4 


1 

F 已.己 


II 

F8 


1 1 〜 

]ボ光は届をません - 

F1 1 


1 1 ''卜 

FIG 


1 


r ; 欠ページへ続< I 
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2 .その他のスト□ボの場合 

ク U ップオンタイプの沉用スト□ボを使用する場含は、内蔵スト n 

ボの撮影距離を越える距離で撮影してください。（内蔵スト□ボび届 

く範囲内では光量オーバーになります。)到達距離については使用す 

るスト□ボの取扱説明書をご覧下さい。 

①カメラのスト□ボモードを" V "にしまず。内蔵スト□ボと取り 
付けたスト□ボの両方が発光しまず。 

⑤カメラの撮影モードを絞り優先モードにしまず。使用ずるスト □ 
ボが外部調光式オートストロボの場合は、そのスト□ボの調光絞 
りをセットしてください。使用ずるスト□ボがマニュアルスト □ 
ボの場合は、 la 下の式で適正露出になるように撮影距離と絞り値 
を計算して、絞りをセットしてください。 

撮影距離 (m)= ガイドナンパー(旧 0100 時ド絞り値 

感カメラの巧蔵スト□ボと取り付けたスト□ボの巧電完了を確認 
してか5、シャッターボタンを巧しまず。 

• 力ラのスト□ボモードをを"にすると取り付けたスト□ボのみび発 
光します。被写体の明るさに応じて最長]日秒までのス□ーシンク□撮該 
になります。 


3. その他アクセサリー 



〈CONTAX T 3 30.5 アダプ 
ター（パ‘ヨネット式)〉 

T3 に C 日 NTAX 30.已 mm フイ 
ルター及び C0NTAX Tvsil メ 
タルフードを取0付けるための 
アダプターです。 

• フードのみ、あるいはフイルター 
のみを取り付けて<ださい。併用 
ずると画面の四隅びケラれまず。 


〈 CONTAX 30 .已 mm フィルター（ねじ込み式)> 

P (レンズ保護用）、] A、L39 (UV)、A2 (81 目）、巨2 (82A) の 
已種類び用意されています。 

〈CONTAXTvsIl メタルフード（ねじ込み式)> 

フードは、 C0NTAX T3 30.5 アダプターにねじ込んで取り付け 
ます。 

〈 C 0 NTAX Tvs メタルキャップ K -34 (かぶせ式)〉 

メタル式のフード使用時のキャップ（メタル）です。 

〈 C 0 NTAXT 3 セミノ、ード 
ケース CC -82> 

C0NTAX T3 にフィルター] 

枚または;タルフード、メタル 
キャップ K-34、 データバック 
を装着して収納することびでを 
る速写タイプの牛革製ケースで ■ 
す。 
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まな仕様 


型式 

画面サイズ 
レンズ 

絞り 

撮影節囲 

シャツター 

シャツタースピード 

露出制御 
露出連動節囲 
測光方式 

露出補正 

フィルム感度 

ピント合わせ 

測距方式 

ファインダー型式 

フアインダー内表示 


表示パネル 


: 3已 mm スト□ボ内蔵全自動レンズシャッター式 
冉 F カメラ 
: 24 X 3已 mm 

:カールツァイスゾナー T * 3 己 mm F2 .呂 
(4 群已枚） 

: F2.8 〜16 (絞りダイヤルによる） 

: 0.3己 m 〜〇〇 

:ダプルビトウィーン式レンズシャッター 
: P 時： ] 日砂〜1/1200砂 
(絞り開放時最速]/己00秒） LT 設定時最長180秒 
:プログラム AE、 絞り優先 AE 
: EV-] 〜 EV18 (IS0100) 

: 2分割が部測光方式 (SPD 素テ使巧） 

逆光自動スト□ボ発光あり 
: +2EV (1/3 ステップ） 

(CF により1/2ステップ切曽巧） 

:自動セット （DX 方式） ISO 2己〜己00曰に連動 
DX フィルム政がは侶日 ] 日日に設定 
:才ートフオーカス、 

(モードボタンによりマニュアルフオーカス設定巧） 
:外部パッシブ方式、 AF 補助光、フォーカス□ック 
機構付 

:逆ガ U レオ式ファインダー、 

倍率おぶび視野率- -0.5 倍 85%(3m) 

:撮該範囲枠、近接撮影範囲枠、近接撮影マーク、 

フオーカスフレーム、露出補正マーク、フオーカス 
表示、スト□ボマーク、シャッタースピード 
:スト□ボモード表示（自動発光、赤目軽減自動発光、 
発光禁止、強制発光、夜景ポートレート)、 

次のモード表お及び設定値表示（露出補正モード及 
び補正値/セルフタイマーモード及び設定時間/力 
スタムファンクシヨンモード及び設定項目/□ング 
タイムモード及び設定時間/マニュアルフォーカス 
モードあび設定距離)、電池残量表示、フィルムカ 
ウンター 


64 



フィルム装填 ：オート□ーディング式、（自動空送り機構付） 

フィルム卷さ上げ：自動巷を上げ、1コマ撮影 

フィルム卷さ戻し：オートリターン/オートストップ機構、遠中巻さ戻 
し可能 

フィルムカウンター：表示パネルに表示、自動復元順算式 
セルフタイマー ：電子式、作動時間 ] 0砂と2秒、途中辭除巧 
スト□ボ ：巧蔵式スト□ボ•フラッシュマチックおよびガイド 

ナンバー制御式 


巧電時間 
カスタム機能 


裏ぶた 
電池 


写し込み機能 
寸法 

質量 


スト□ボ撮影距離： P 33 をご覧ください。 

:約3秒（常温、新品電池使用、当社撮影基準による） 

:1.フイルム巻き戻し時のフイルム残り2.レンズの 
繰り出し時期3.露出補正の継続時間4.露出補正 
幅己. AFL ボタンの機能6.フォーカス□ックの継 
続時間 （ AFL ボタン）7.マニュアルフォーカスの継 
続時間 

:裏ぶた開放ノブによる開閉式 
:3 VU チウム電池 （ CR 吕 ） 1本 
已0%スト□ボ使巧で24枚撮りフイルム約 ] 2本撮 
影巧能（常温、新品電池使巧、当社撮影基準による） 

:曰付•時刻の写し込み。 

T 3 : ] 0已（幅） X 巨3 (高さ） X 30.5 mm (奥行き） 
T 3 D : ] 〇已（幅） X 巨3 (高さ） X 3已.已 mm (奥巧を） 

T 3 : 23日目情油別） 

T 3 D : 23己旨（電池別） 


* 仕様•外観の一部を予告なく変更することびありますのでご了承<ださい。 
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